
 
 

 紀元前 6 世紀ころの中国の哲学者、老子（ろうし）の

思想は、書物として現代に残されています。 

 その中でもよく知られているのが、「無理をせずに自

然に生きること」という教えです。では、なぜ無理をし

たらいけないのか、その理由はこんなふうに説明されて

います。 

 水を満たした容器を持ち続けることは難しい。鋭く鍛

えた刃物の切れ味を保ち続けることは難しい。最高の状

態を持続するということは難しいことであり、ほどほど

のところで止めておくのが大切である、と。 

 また、最高の状態を維持することはできないのだか

ら、ほどほどのところで身を引くのが肝心。金持ちにな

り、おごり高ぶり威張っているようでは、自分から災難

を招き寄せてしまう。するべき仕事をやり遂げたら、執

着せずさっさと引退する。これが、自然にかなった正し

い生き方である、とも。 

 老子は、自然な無理をしない生き方を、「天の道」また

は「天道」という言葉で表しています。これらの場合の

天とは自然を意味しています。 

 文明社会の中で暮らしていると、私たち人間も自然の

中に生きる一員だ、ということを忘れがちです。老子は、

文明の誘惑を退けることも大切だと説いています。 

 色とりどりの美しい色彩は人の目くらませる。賑やか

に演奏される音楽は、人の耳をダメにする。贅沢で珍し

い料理は、人の口をおかしくさせる。乗馬や狩猟を行う

楽しさは人の心を狂わせる。手に入れにくい価値ある品

物は人間の正しい行動を妨害する。と。 

 真の幸せは、質素であっても人間らしい健康な生活

と、現在与えられているものに満足するところにある、

というのが老子の人生哲学です。老子の時代から、ずい

ぶん時代は変わりました。それでも人間の生き方や幸せ

は、さほど変わりが無いのかもしれませんね。 



花々の美しい季節がやってきました。部屋の中で、花の

ある暮らしを楽しみ、リラックスしてみませんか。 

 色とりどりの花々は、部屋を美しく彩り、見る人の

心をなごませます。花屋で好みの花を見つけたら、家

に飾ってみましょう。花の楽しみ方は、選ぶ種類も、

飾り方も全て自由です。でも、どうせならセンスよく

楽しみたいものです。そのための、ヒントを少々。 

◆一種類の花を飾る 

 花の種類を一種類に絞って飾ると、簡単にセンス

アップできます。花の種類が同じなら、違う色の組み

合わせでも大丈夫です。 

◆口の広い花器への生け方 

 多くの花を生けなければ、と思いがちです。でも、

少量の花を片側のフチに寄せるように生けると、

リラックスした感じが演出できます。 

◆口の狭い花器への生け方 

 花全体がフワリと広がるブーケのように生けると

華やかな雰囲気になります。高低差をつけながら、外

側に広がるように形を作りましょう。 

◆花器の選び方 

 家に専用の花器が無くても、花を楽しむことはでき

ます。調味料の空きビンやグラスなど、入れ物を探す

のも楽しいものです。複数の種類の花は、花の種類ご

とに生ける花器を分けると、スタイリッシュに演出で

きます。ポイント

は、一つ一つの花

器に花を入れす

ぎず、ラフに生け

ることです。 
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 クセがない味わいで、独特の弾力があるモッ

ツァレラチーズを使って、おしゃれなライスサ

ラダを作りましょう。華やかな見た目なので、

食卓に一品加えると「ご馳走感」を演出できま

す。白やロゼのワインに合うので、おつまみや

おもてなし料理にもピッタリです。 

 ご飯があれば、すぐに出来てしまう簡単さも

大きなポイント。クリーミーなチーズが加わる

ことにより、ドレッシングの酸味がまろやかに

なり、さっぱり軽やかな味わいになります。 
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いつも読んでくれて、 

本当にありがとう！ 

来月もよろしくお願いします！ 

 

＜今月の一押しスタッフ！＞ 

 

 
 

 

 調理をするとき、まな板のまわりには食材やボウル、調理器具といったものが散乱し、それらの置き場

を作るために作業台の上の片付けを繰り返す、といったことになりがちです。調理中の手際を考えると、

物の仮置きスペースを豊富に設けておくと、片付けの時間が短縮され調理がスムーズに進みます。 

 対面キッチンのカウンターは、調理の盛りつけや配膳のときに活躍します。調理中の食材を置くスペースとし

て、まな板を置く場所の周りを広く取っておくと便利です。 

 また、調理家電の前に、物を仮置きするスペースがあると作業が楽にな

ります。特に、オーブンや電子レンジといった加熱調理器の前に広めのス

ペースがあると、ずいぶん調理しやすくなります。炊飯器、コーヒーメー

カーといった頻繁に使う家電の前にも、お茶碗やカップを置けるスペー

スがあると使い勝手が良くなります。 

今のキッチンは、調理中シンクの上に物があふれ、手際が悪くなっ

ています。どうすれば、使いやすいキッチンになりますか？ 

 

カウンターは、仮置き

スペースとしても便利 



 令和という、新しい時代が始まりました。元号

が変わると、なんとなく気分も一新されるのは

不思議なものです。 

 2019 年は「令和元年」ですが、以前の元号

の元年から計算するとそれぞれ次のようになり

ます。2019 年は、明治 152 年、大正 108 年、

昭和 94 年、平成 31 年にあたります。また、そ

れぞれの長さは、明治は 45 年 7 月 30 日まで、

大正は 15 年 12 月 25 日まで、昭和は 64 年

1 月 7 日まで、平成は 31 年 4 月 30 日までと

なっています。 

 大正が過ぎ、昭和の時代となり、明治 100 年

にあたる昭和 40 年代、「明治は遠くなりにけ

り」という言葉が流行しました。もともとこの言

葉は、「降る雪や明治は遠くなりにけり」という

中村草田男の俳句が元となっています。この俳

句が世の中に発表されたのは、流行語となる

30 年以上前の昭和 11 年頃でした。 

 この句には、明治の古き良き時代を懐かしむ

気持ちが表されています。それでも、明治から大

正を経て昭和へと、移り変わる時の流れはあら

がい難く、明治の良き時代は、遠くなってしまっ

た。降る雪を見つめながら、そんな物思いにふけ

る人物の様子が目に浮かびます。 

 令和から考えると、昭和は平成のその前の時

代で、今年は昭和元年から 94 年も経っている

のです。「昭和は遠くなりにけり」と、感じる人

たちもずいぶん増えてきていることでしょう。  

 平成の 31 年間、世界で多く勃発した戦争に、

日本が直接巻き込まれることはありませんでし

た。これに対して昭和は、戦争を含め、多くので

きごとがあった激動の時代です。それでも、多く

の思い出や懐かしい風景が目に浮かぶという昭

和世代はたくさんいます。昭和は遠くなっても、

古き良き時代として、これからも人々の胸に刻

まれ続けていくことでしょう。 


